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大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
交
通
網
の
寸
断
、
建
物
の
倒

壊
、同
時
多
発
火
災
な
ど
に
よ
り
、

消
防
や
警
察
、
国
・
県
・
町
等
の

行
政
機
関
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
力
を
発
揮

す
る
の
が
、�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
で
す
。
実
際
に
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
に
は
、
地
域
住

民
が
自
発
的
に
救
出
・
救
助
活
動

を
し
て
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
そ

の
後
の
復
興
に
も
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
震
災
や

新
潟
県
中
越
地
震
の
よ
う
に
災
害

発
生
後
の
避
難
生
活
が
長
引
く
場

合
に
も
、
地
域
住
民
が
助
け
合
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
人

達
が
自
発
的
に
防
災
活
動
を
行
う

組
織
で
す
。�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
と
い
う
心
構
え
で
、
災

害
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃
か

ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
隣
近
所
の

人
達
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
防
災
活
動
に
取
り
組
み
、

�
�
�
�
�
�
�
を
向
上
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

突
然
地
震
が
起
き
て
、
食
料
の

蓄
え
が
全
く
な
か
っ
た
ら
…
。

　

特
に
地
震
が
起
き
た
直
後
は
、

食
料
の
確
保
は
満
足
に
で
き
ま
せ

ん
。
救
援
活
動
が
受
け
ら
れ
る
ま

で
の
間
の
食
料
は
各
家
庭
で
蓄
え

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�

７
日
分（
う
ち
非
常
食
３
日
分
）

程
度
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

一
人
に
つ
き
、
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
最
低
３
日
分
用
意
し

ま
し
ょ
う
。

※
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
は
、
ミ

ル
ク
や
離
乳
食
、
オ
ム
ツ
等
を

追
加
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
他
、

家
庭
の
実
情
に
よ
り
備
蓄
品
を

追
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
現
在
で

町
が
備
蓄
し
て
い
る
資
機
材
は
左

の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。
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ご
み
処
理
料
金
が
従
来
の
定
額

制
か
ら
従
量
制
に
完
全
移
行
し
て

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
従
量
制

移
行
の
目
的
は
、
松
崎
町
廃
棄
物

処
理
対
策
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

き
、
ご
み
排
出
量
に
応
じ
た
費
用

負
担
の
公
平
化
と
ご
み
減
量
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
町
民
一
人
一
人
が

ご
み
の
処
理
や
資
源
化
、
あ
る
い

は
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
高
揚

の
契
機
と
な
り
、
資
源
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
従
量

制
に
移
行
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
現
在
の

黄
色
い
指
定
袋
を
販
売
す
る
よ
う

に
な
り
、
旧
指
定
袋
も
利
用
で
き

る
３
ヵ
月
間
の
移
行
期
間
の
後
、

七
月
一
日
か
ら
完
全
移
行
し
ま
し

た
。

　

完
全
移
行
後
一
年
が
経
過
し
た

可
燃
ご
み
の
収
集
処
理
状
況
で
す

が
、
グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
、
平
成

十
八
年
七
月
か
ら
平
成
十
九
年
六

月
ま
で
の
一
年
間
の
可
燃
ご
み
収

集
量
は
、
三
、
一
四
四
�
で
、
前

年
同
時
期
（
平
成
十
七
年
七
月
〜

平
成
十
八
年
六
月
）の
収
集
量
三
、

五
四
八
�
と
比
較
し
、
量
で
は
四

〇
四
�
、率
に
し
て　

・　

�
の
減

１１

３９

量
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
過

去
五
年
の
七
月
か
ら
翌
年
の
六
月

ま
で
の
同
時
期
の
推
移
を
見
る
と
、

平
成
十
四
年
か
ら
十
六
年
ま
で
は

増
加
傾
向
で
し
た
が
平
成
十
七
年

以
降
は
減
量
傾
向
に
推
移
し
、
過

去
五
年
の
ピ
ー
ク
時
で
あ
る
平
成

十
六
年
と
従
量
制
に
移
行
し
た
平

成
十
八
年
と
を
比
較
す
る
と
、 量
で

は
五
八
六
�
、 率
に
し
て　

・　

�

１５

７１

と
大
幅
な
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
十

八
年
度
ま
で
の
五
年
間
（
時
期
：

四
月
〜
三
月
）
の
町
全
体
の
ご
み

収
集
量
状
況
で
す
が
、
表
１
、
グ

ラ
フ
２
の
と
お
り
可
燃
ご
み
は
減

量
傾
向
に
推
移
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
分
別
・
資
源
ご
み
量

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
化
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
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大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量

廃
棄
型
の
社
会
か
ら
脱
却
し
、
行

政
、
事
業
者
、
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
い
、
ご
み
の
発
生
抑

制
や
物
の
効
率
的
な
利
用
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
循

環
型
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
及
び
一
般
廃
棄
物
分
別
収
集

計
画
を
策
定
し
、
廃
棄
物
の
減

量
・
資
源
化
や
適
正
な
収
集
、
処

理
の
方
策
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。

　

各
計
画
は
五
年
ご
と
に
見
直
し

を
し
ま
す
が
、
現
行
計
画
で
は
、

「
廃
棄
物
の
発
生
・
排
出
抑
制
」

や
「
再
使
用
・
再
利
用
」、「
廃
棄

物
処
理
の
広
域
化
検
討
」
な
ど
廃

棄
物
の
適
正
処
理
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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六
月
十
八
日
に
開
幕
し
た
生
涯

学
習
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
は
、

十
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
、三
部
リ
ー

グ
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

一
部
リ
ー
グ
で
は
、
五
連
覇
中

の
船
田
チ
ー
ム
を
直
接
対
決
で
制

し
た
峰
輪
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し

た
。

　

七
月
九
日
に
環
境
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

���������	
���

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
��

�

　

十
二
月
一
日
に
行
わ
れ
る
第
八

回
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走

大
会
の
松
崎
町
チ
ー
ム
決
起
大
会

が
、
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席
し

て
七
月
三
日（
火
）に
環
境
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

深
澤
町
長
か
ら
土
屋
武
彦
監
督

（
南
郷
）に
チ
ー
ム
団
旗
が
付
託
さ

れ
、
候
補
選
手
か
ら
大
会
へ
向
け

た
意
気
込
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
上
位
進
出
を
目
指
し
、

毎
週
水
曜
日
午
後
六
時
二
十
分
か

ら
松
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練

習
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

今
大
会
よ
り
小
学
生
女
子
の
区

間
が
新
設
さ
れ
候
補
選
手
も
増
え

ま
し
た
が
、
選
手
役
員
一
同
、
一

致
団
結
し
て
大
会
に
臨
む
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。
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七
月
十
六
日
、
新
潟
県
中
越

沖
地
震
が
発
生
し
た
。
新
潟
は

地
震
の
多
い
と
こ
ろ
と
言
わ
れ

て
い
る
中
で
、広
範
囲
に
わ
た
っ

て
大
き
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

様
子
で
あ
る
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か

ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た

い
。

　

テ
レ
ビ
等
の
報
道
に
よ
る
と

こ
れ
ま
で
の
地
震
災
害
と
同
様
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
が
遅
れ

て
い
る
模
様
で
、
中
で
も
水

道
の
復
旧
は
困
難
を
極
め
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
太
い
本

管
が
大
き
く
破
損
し
、
大
変

な
復
旧
工
事
で
あ
る
こ
と
が

映
像
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

水
の
重
要
性
は
飲
料
水
は
も

と
よ
り
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど

日
常
生
活
に
も
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
自
衛
隊
の
給
水
車

で
は
、間
に
合
わ
な
い
の
か
、

何
か
工
夫
は
な
い
も
の
か
と

思
う
。

　

我
が
町
に
置
き
換
え
る
と

ど
う
だ
ろ
う
、
空
恐
ろ
し
い
。

水
道
本
管
の
耐
震
化
や
緊
急
遮

断
弁
の
整
備
を
進
め
、
水
道
に

よ
る
二
次
災
害
を
防
ぎ
、
復
旧

に
要
す
る
時
間
が
短
縮
す
る
よ

う
に
し
た
い
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被
害

状
況
を
見
る
た
び
に
痛
感
す
る

次
第
で
す
。
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七
月
一
日（
日
）、
石
部
海
岸
で

第
二
十
四
回
石
部
温
泉
大
地
曳
網

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

参
加
者
が
引
き
寄
せ
た
大
網
の

中
に
は
、
お
目
当
て
の
バ
シ
ョ
ウ

イ
カ
が
大
漁
で
、
早
速
、
お
刺
身

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
し
て
振
舞
わ

れ
ま
し
た
。

　

霧
雨
の
中
で
の
お
祭
り
と
な
り

ま
し
た
が
、
浜
辺
は
獲
れ
た
て
の

海
の
幸
を
味
わ
う
行
楽
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
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県
下
統
一
の
津
波
対
策
推
進
旬

間
（
七
月
一
日
〜
十
日
）
中
の
七

月
七
日（
土
）、松
崎
海
岸
で
西
・
北
・

中
区
合
同
の
津
波
避
難
訓
練
が
地

域
の
人
達
約
百
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
に
よ
る
防
潮
堤
の
門

扉
の
閉
鎖
、
簡
易
担
架
の
作
り
方

の
説
明
や
、
町
保
健
師
に
よ
る
三

角
巾
の
使
い
方
の
説
明
が
あ
り
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
、

実
践
し
て
い
ま
し
た
。
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海
の
日
の
七
月
十
六
日（
月
）、

第
二
十
三
回
松
崎
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
八
十

人
の
小
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
小
学
校
低
学
年
の

ビ
ー
ト
板
競
技
や
、
中
学
年
以
上

の
自
由
形
、
平
泳
ぎ
な
ど
四
種
目

と
リ
レ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
陣
取
っ
た
家
族
や
友

達
の
声
援
を
受
け
た
選
手
は
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う

と
懸
命
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

�������

総人口　８，３２５人（－１）
　男　　３，９５８人（－３）
　女　　４，３６７人（＋２）
世帯数　３，１６１戸（＋５）
転　入　２０人　転　出　１８人
出　生　４人　死　亡　８人

（平成１９年６月３０日現在）
　　　　　（　）内は前月比
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六
月
三
十
日
と
七
月
一
日
に
か

け
て
安
曇
地
区
か
ら
親
善
訪
問
団

が
十
一
名
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

町
長
さ
ん
を
始
め
大
勢
の
松
崎

町
民
の
皆
様
、
役
場
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
国
で
は
味
わ
え
な
い
盛
り
だ

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て

頂
き
参
加
者
全
員
が
感
激
し
て
帰
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

七
月
末
か
ら
中
学
生
の
交
流
が

始
ま
り
ま
す
。
十
一
月
に
は
初
冬

の
上
高
地
を
満
喫
し
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
冬
の

ス
キ
ー
交
流
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

松
崎
町
の
皆
様
が
こ
ち
ら
へ
来

ら
れ
る
際
、
い
い
天
気
に
な
る
よ

う
「
日
乞
い
」
を
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

���������	
����������������	�
�������������������

人身事故　１４件　（　－５）

物損事故　４７件　（　－７）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　１９人　（　－１０）
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（平成１９年６月３０日現在）

　　（　）内は前年対比
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保護者性別名　前地　区

杉 浦 良 一女 朋  香 
トモ カ

東　区

石 田 広 貴男 大  蕾 
オオ ラ

江奈２

山本慶一郎女 日  向  乃 
ヒ ナ ノ

指　川

齋 藤 嘉 啓女 百  花 
モモ カ

北　区

��������	�����

　

国
内
で
唯
一
ク
ビ
ワ
コ
ウ
モ
リ

の
繁
殖
が
確
認
さ
れ
て
い
る
乗
鞍

高
原
で
「
コ
ウ
モ
リ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
七
月
二
十
一
日
に
あ
り

ま
し
た
。

　

乗
鞍
高
原
で
開
催
さ
れ
る
の
は

十
一
年
ぶ
り
で
今
回
が
三
回
目
。

　

コ
ウ
モ
リ
の
生
態
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
お
う
と
乗
鞍
自
然
保
護
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
観
察
会
を
し
ま
し

た
。

　

絶
滅
危
惧
種
の
「
ク
ビ
ワ
コ
ウ

モ
リ
」
が
乗
鞍
高
原
に
生
息
し
て

い
る
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

乗
鞍
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て「
バ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
」が
建
っ

て
い
ま
す
。

　

乗
鞍
高
原
に
お
越
し
の
際
は
、

夕
方
か
ら
夜
に
ク
ビ
ワ
コ
ウ
モ
リ

が
ね
ぐ
ら
か
ら
飛
ぶ
と
こ
ろ
を
是

非
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

届出人年齢氏　名地　区

尚１０２御 守　 る江奈３

浩　二７１石 垣　 介東　区

治　彦８２鈴 木 愛 子西　区

　　子８４原 嶋 知 司江奈４

佐　盛行９３佐　み　ゑ峰

たつゑ７６渡　小三郎雲　見

のり代４９鈴 木 康 彦那　賀

��������	
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水
中
運
動
は
、
水
中
で
歩
い
た
り
、
走
っ

た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
す
る
運
動
で
、
有

酸
素
運
動
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
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な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
今
年
も
水
中
運
動
教
室
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。基
本
健
診
な
ど
で
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
指
摘
さ
れ
た
方
、
運
動

習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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